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明治期高等女学挾卒業生における同窓会活動の意味と機能
一

石川県立第
一

高女同窓会誌の 「会員消息」記事の分析か ら

井上 好人

1
． 　 問題 の所 在

　
“

女 学生第
一

世代
”

として脚光 を浴 びた 明治期の 女学生た ち は ， 卒業後 ， 母校 と ど

の よ うな関わ りを持 ち ， 級友た ち や 恩師 と どの よ うな交流 を続 けて い た の だ ろ うか 。

女学生 文化 を特徴づ け る とい わ れ る在 学中の 親密な 交際圏は卒業後 も機能 し広が っ

て い っ た の だ ろ うか ， ある い は そ うで はな く卒業後 の それ ぞれ の 境遇や地 位が交際

圏上 の ス タ ン ス を規定 し て い た の だ ろ うか 。

　明治期 に 高等女学校 を卒業 した 女性が ， 学歴 エ リ
ー

トや 地方名士 の 男性 と結婚 し，

あ るい は教員 を は じめ とす る職業婦人 に な り， 大正 ・昭和期 の 中流階級の 中核 を形

成して い っ た こ とは よ く知 られ て い る。 それ ゆ え ，
こ の 問い は ， 女性の 交際圏 とい

う視 点か ら ， 近代 日本 に お け る中流階級の 文化的工
一 トス とそ の基盤 を解明 して い

く手が か りを含 ん で い る 。 だが ， 従来 の 教育社会学 の 関心は ， 主 に男性の 学歴取得

に よ る社会移動分析 を通 じた 社会構造 の 変動の叙述 に置 か れ
（1）

， 女性 の 学歴 と階層

移動あ るい は社会的活動 との 対応関係に つ い て は ， 実証の 困難性 もあい ま っ て ， こ

れ まで ほ とん ど手 が つ け られ て こ なか っ た
 

。 また ， 都市の 中流階級を対象に した

諸研究 （例 え ば ， 佐藤 （2004）， 米村 （1999））で は ， そ の 主 な構成員 として 高女卒

の 女性が 想定さ れ て きた が
， も っ ぱ ら 「教育家族」の 担 い 手 と して 子 育て に 専念す

る 「母親」 と して
， あ る い は家計支 出者 と し て 消費生活 を担 う 「主婦」 と して で あ

り， 家庭 を離れ た 個人 と して の 社会 との 関わ りに つ い て は 問わ れ て こ な か っ た 。

　 よ うや く近 年 ， 稲垣 （2007）や貫 田 （2007） に よる高女卒業生 を対象 と した聞 き
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取 り及 びア ン ケ ー ト調査 で ， 学校生 活の 共有 され た 経験や文 化 ， ある い は人的 な繋

が りに着 目して 女性 の 意識 や意味世界 とそ の 変化 をダイ ナ ミ ッ ク に捉 えよう とす る

試み が な され る よ うに な っ て きた 。 そ こ に は
， 女学生た ちが 学課 だ け で な く， 読書

や音楽 ， 美術 な どの 幅広い 教養 に触れ なが ら同級生 との 問で 独特 な 「女学生文化1
を形 成して い た こ と ， そ して ， 卒業後 も在学 中に形成された 親密な交友関係が現実

生活 とは リン ク しな い 形で 維持 され て きた こ とが 描か れ て い る 。 だ が ， 同研究の 難

点は ， 対象が昭和戦前期 か ら戦中期 の 高女卒業生 で ある こ とで あ る 。 すなわ ち ， 卒

業後 の ラ イ フ コ ー ス に お ける級友 との 交友や 同窓会 で の 交流に っ い て ，大正末 か ら

昭和初期 に形 成 され た と い わ れ る 「新中間層」 を は じめ とした 階層文 化 との 関連 が

十分分析で きず ， 彼女 た ち の活動に戦後的な意味や意義が 含まれ て い る可能性を払

拭で きな い こ とで あ る 。
こ れ ゆ え ， 明治期か ら昭和戦前期 に か けて 学歴 あ る女性で

ある こ との 意味や 社会 に果 た した 役割 の 考察 に は
， 明治期 に 高等女学校 を卒業 した

女性 た ち を分析の 俎上 に の せ る こ とが 望 ま しい と考 え られ る 。

　 そ こで 小 論 は ， 学校 経験 との 連続性が 高 くまた身 近 な社会活 動で あ る高等女学校

の 同窓会 を取 り上 げ ， 明治期 に卒業 した会員 た ち の その 後 ， 昭和初期 まで の 同窓会

や 級友た ち との 関 わ り， と い う観点 か ら次 の点 を明 らか に した い 。

　第
一

に
， 同窓会員相互 の 交流の 広 が りや 緊密 さ の 程度 は どれ ほ どで あ っ た の か 。

戦後 の 同窓会活動 に見 られ る ご と く， 対面的出会 い は もち ろん手紙や 回覧な どの 通

信媒体 を も通 して 広 く会員相 互 を結び つ け て い た の か ど うか検証す る 。

　第二 に ， 同窓会活動 に積極的で リ
ーダー的な役割を 引き受 けて きた者 とそ うで は

な く疎遠 で あ っ た 者 との 間で どの よ うなプ ロ フ ィ
ー

ル 上 の 相違 が あ っ た の か 。 会員

に等 し く開か れ て い た はずの 同窓会活動 へ の コ ミ ッ トの 程度 を分析す る こ とに よ っ

て ， 卒業後の 社会的活動 の 機会 が
“

高女 卒
”

とい う同じ学歴資格 だ けで はな い どの

よ うな他の 要因 （社会的地位や 出身背景 な ど） に よ っ て 開か れ た り閉 じ られ た りし

て い た の か ， ひ と つ の ケ ース ス タ デ ィ と し て 明 らか に す る 。

2 ．　 調査 デ ー タ と分 析 の 方法

　小論 で 取 り上 げ るの は ， 石川県立 第
一

高等女 学校 の 同 窓会組織 「済 美会」 で ある 。

同高女 は ， 1898 （明治31）年に 金沢 市高等女学校 と して 設立 され ，
1901 （同34）年

に県立 に 移管 ， そ して 1913 （大正 2）年 に 「第
一

」の 冠 が 被せ られ ， 「
一

段高 き所の

品格 と ， 技倆 と を ， 現 は す べ き覚悟 」 の もと名実共 に 県下 の 「フ ァ
ース ト」 に 君 臨

し た 女学校 で あ る 。 「済美会 」は ， 卒業生 （「通常会員」）と教員 （「特別会員」）か ら
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成 る組織で あ り，
そ の 目的 と して 「会員 ノ交誼 ヲ親密 ニ シ 品位 ヲ進ム ル ヲ以 テ主 ト

ナ シ 兼テ女子 二 関ス ル 事項 ヲ講究 ス ル モ ノ トス 」 と謳 われ て い た 。 会長 に校長 を推

戴 し ， 卒業生 か らは金沢市 （お よびそ の近郊）在住の 同期生代表 が 「議員」 として

予算案や重要議案 の 評議 に あた っ て い た （その 中の 「幹事」が庶務 ・会計 を担当）。

「済 美会」とい う名称は ， 1910 （明治 43）年 に 竣工 した新築講堂 「済美堂」の 名 に 因

んで ， 会長兼校長で あ っ た土師雙他郎が命名した 。 同窓会誌 も同年 に 『済美会誌 』

と改名され て い る 。 同誌は ， ］902 （同35）年に発刊 され て以 来 ， 年 1 回ず つ 刊行 さ

れ て きて い る （以下 ， 『会誌』， 発行年 を省略 し号数 の み 記載）。

　本分析 に は
，

1898 （明治 31）年か ら1914 （同45）年に 入学 （編入 学を含む）した

生徒2206人 （卒業者数1475人 ， 卒業率67％） に つ い て の 『学籍簿』 と 「学級台帳』

か ら作成した デ ータ ベ ース （以 下 ， 「データ ベ ース 」）を利用 す る 。 これ は ， 族 籍 ，

本籍地 ， 住所 ， 親職業 ， 納税額 （
一

部）， 成績 （各教科 10段階評点 の トータ ル の 平均

点）， 操行 （「甲 ， 乙 ， 丙 ， 丁」 4 段階の行動評価 の うち卒業学年の もの ）等 の 項 目

か らな る個票 データで ある
〔3｝

。 こ れ に よ っ て ， 各人 の プ ロ フ ィ
ール に 出身背景や 在

学時の 学業状 態 とい っ た変 数 を加 え る こ とが可 能に なる 。

　 さ て ， 小論 は 桧 誌』記事全般 を利用す る が ， と りわ け 「会員消息」欄 に着 目す

る 。 同欄 は
， 卒業年度別 に記 され た各会員 の近 況報告で

，
その 端緒は ， 第 6号の 「雑

録」 中で の 「会員諸姉 の 近況」で あ り， また 「在大阪会員 の状況」 と して 地方在住

会員の状況 が報告され て い る 。 「会員消息」と して 記事が独立す る の は第 9号 に な っ

て か らで あ り， 卒業年度別に 書か れ るの は第10号か らで あ る 。 『会誌』に 占め る 「会

員消息」欄 の 対総ペ ー ジ比率の 推移 は表 1 に 示す通 りで ある 。 また ， 同記事は ， 大

正 末期 あるい は昭和初期 まで は ， 「動 静伺 い 葉

書」の往来 とい う方式で はな く， 執筆者 （ク ラ

ス 代表 「議員」）の 個人 的な交友関係や情報網に

依存 して 書か れ て い た 。
こ の 状況 を利用 して ，

大正 末期 まで の 期 問に つ い て 次 の 点 を明 らか に

す る 。

　第
一

に
， 同記事 に 表 出さ れ て い る

一
定期間内

の 対面的出会 い
， 手紙 ， 通 信 ， 噂 話 の 頻度 ・ 程

度 を指標 として
， 代表者を中心 と した 級友間の

紐帯 の 強 さ や 広が りの 程度 を測 る 。 第二 に ， 同

記事 へ の 記載者／非記載者 ， さ らに 同窓会活動

表 1　 同窓会誌 に 占め る 「会 員消

　　　息 」欄の 比率 （％）

年 号
「会員消息」

記事 の 割合
総 ペ ージ数

1907年 6 号 7％ 82ペ ージ

工911年 m 号 15％ 68ペ ージ

1913年 12号 23％ 53ペ ージ

1917年 16号 67％ 59ペ ージ

1919年 18号 5D％ 81ペ ージ

1927年 茄 号 7D％ 219ペ ージ

1936年 35号 67％ 117ペ ージ

注）分母 の 「総 ペ ージ数」 は 「会員住所」

　 欄 を 除い て い る。
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に 熱心 で 相互交流の 結節点 に位置 して い た人 ／活動 に は疎遠で あ っ た 人 を ピ ッ ク ア

ッ プ し
， 「データ ベ ース 」 と照合 して ， 両者間の プ U フ ／

一ル 上 の 相違を析 出す る 。

さ らに ， 記事内容の 質的分析 も加 え ， 同窓会活動 に積極的 に コ ミ ッ トする こ との 社

会 的意味 を明 らか に す る 。

　分析 に入 る前に ， 『済美会 rlの 活動 内容 と意味 づ け ，
これ に 対 す る会員の 参 加動 向

に つ い て ， 次節 で概 観 して お こ う。

3 ．　 同窓 会活 動の 理 念 と参加 者の 態度

3．1． 金 沢で の 「集 会」 と地方 で の 「支部会 」活 動

　同窓会 「集会 」は
，

8 月の 「総集会」を中心 に 年 4 回 ， 金 沢 にて 開催 され （1916（大

正 5）年 まで ， 翌 年か らは年 3 回 ）， 会員相互 の 親睦 （「會員 ノ談話 ヲ交換」）を深 め

る機会が 設け られて い た 。 1910 （明治43）年の 「夏季総集会」 は次の よ うで あ っ た 。

9 時 に 副会長 （主席教諭）の 開会 の 辞， 帰省中の 女子 高等師範学校在学生 に よる 「食

卓 の改良」 の ス ピ ーチ ， 次 い で 補修科生 の 唱歌 ， 会員 の オ ル ガ ン 独奏 ，

一
同卓 を囲

ん で昼 食， 午後 は ， 会員の 弾琴 ， 補修科生 に よ る余興 ， 蓄音機 を聴 きなが らの役 員

改選 ， そ して 来賓講 師 に よる 「家族団欒」 に っ い て の 講話 ， 狂言 ， 米国帰 りの会員

に よ る経験談 とその 娘 に よる 舞踏 を経 て ， 後庭で の 記念写真撮影 ， 再 度 ， 会場 に て

君ぶ 代 の斉唱で 閉会 とな っ た （『会誌 』第 9号）。

　 こ の 記事か ら当時の 「集会」 は ， 華 や か な親睦 的な雰 囲気 と とも に ， 上 級学校進

学者の 談話 や来賓講 師の 説話 をプ U グ ラ ム に盛 り込 み ， 高女卒 に相応 し い 教養や 振

る舞 い
， 良 き趣味 の 持 ち 方な どが 教示 され る趣 向で あ っ た こ とが わか る 。

　次 に
， 支部会が 全国各地 に結成 され るの は，

19］7 （大正 6 ）年頃か らで
， 『会誌』

に も独立 した トピ ッ ク と して 記事が 書か れ る よ うに な る （「東京支部会」， 「名古屋

会」，「大 阪支部会」， 「江沼 能美石川連合支部会」 （『会誌』第 16号））。 1928 （昭和 3 ）

年頃 ま で に 支部会 は 22箇所 ， 石川 県内の IO箇所 を除 け ば地 方 に 12箇所 （米国 ， 大連 ，

朝鮮 ， 大 阪 ， 神戸 ， 呉 ， 姫路 ， 京都 ， 東京 ， 長崎 ， 福井 ， 富由）設 け られ る 。
こ の

うち 最 も活発で 華 やか な活 動 を続 けた 「東京済美会」 を取 り上 げ て み よ う 。

　 1914 （大正 3 ）年 に 「東京 に於 け る済美会支部会 」、（『会誌 』第 13号） 記事 が ， 校

長兼会 長 の 報告文 と して 載せ られ て い る 。 に の 出席者の 分析は4．3．で 行 う）。 r高等

女学校 長會議 開會 の八 九 日前 の 頃 に ， 在京済美會員 の 方 よ り， 同會期 中の 土 曜か 口

曜 に ， 在京済美會支部 會 を催 し た い か ら， 繰合 せ て 出席す る様 に と申 して 参 りま し

た 。

… （中略 ） …会場 は女 子 高等師範学校 ， 時刻 は午後
一

時 … （中略） ・・導 か る 〉
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ま 5 に 会場 な る 櫻蔭 会 の 事務所 に 入 ります る と ， 多数の 会 員が 出席 して 居 られ 尚

追 々 とお 出に なつ た 方 もあ りま した 。 夫々 席が 定 ま り茶菓子や御す しな ど運 ばれ ま

す と， 武藤信子 の君 は会員を代表 して 開會の 趣旨と余に対し て御叮嚀 なる感謝 の辞

を述 べ られ ま した 。 余 は之 に対 して
一

言の 御挨拶 と共 に ， 軍人婦人 の 心 得 と も と存

じます る
一二 の 言 を極単簡 に 御話 し ま して ， 後 は 互い に 打 とけ膝 を交へ て新舊 の 談

話 を交換 し ま した」。 同記事 か ら ， 当時の 支部会 は ， 恩師兼校長 の 出席を仰 ぐ方針で

あ っ た こ と と ， 旧交 を温 め 親睦会 的な雰囲気の 中に 時事 問題 や 自巴 研鑽 に 関わ る教

示 を請 う姿勢が あ っ た こ とが 見て とれ る。 恩 師 と生徒の 関係 を再確認 す る作 法 は
，

東京支部会に 限らず ， 他の 支部会に お い て もお 決 ま りの 作法 で あ っ た 。

　以上 ， 明治期 か ら大正 前期 にか けて の 「集会」 （金 沢） と 「支部会」の 活動 内容か

ら
， 当時 の 同窓会活動 へ の 期待 は ， 会 の 目的の ひ と つ と して 「女子 二 関ス ル 事項 ヲ

講究ス ル 」 こ と を会則が 謳 っ て い た よ うに ， 卒業後 も
“

学びの 場
”

と して の 母 校 と

の 関係 を継続 さ せ た い 点に あ っ た こ とが窺 える 。 卒業後に 自らの 生 き方 ・ 暮 ら し方

の 指針 とな る準拠集 団を渇望 して い た 卒業生 に と っ て 「集会 」や 「支部会」 は ， 母

校教育 へ の依存 的な関係 を継続 してい く機会で あ り， 卒業後 の 教師
一

生徒 関係 の再

構築 をす る場 として 位置づ け られ て い た の で あ る。

　 こ の よ うな 同窓会 の性格 は ， 『会誌』の 編集に も表 れ て い る 。 例 え ば ， 第 6号 の 主

記事 は 「本会 記事」 の ほか ， 「母校記事 」 （「運動会」 や 「演習会」 の 報告）， 「説苑」

（「新渡戸博士本校 に て せ られ し講演の 大要」）， 「教苑 」， 「文苑」で ある 。 編集 の 主眼

は
， 母校の 詳 らか な出来事や イベ ン トの報告 と共に

， 時事に 応 じた 啓蒙記事 を充実

させ
， 卒業後の 教養講座 として の 機能を もたせ る こ とで あ っ た 。 木村 （1992）は ，

大正 中期 の 婦人雑誌 （『主 婦 の 友』等）が 高女卒業生 をタ ーゲ ッ トとして 登場 し ， 学

校で 教化 され た 良妻 賢母主義 （近代的女性像） を引 き継 ぐ形で の情報空間 と して 機

能 し て い た こ とを指摘 したが
， 同窓会誌は その 先駆的なモ デル で あっ た 。

3．2． 活 動 へ の 参 加機 会 と参加率

　 こ の よ うに ， 母校 と恩 師を 中心 とす る 同窓会活動 は盛 ん で あ り， 全会員に 開か れ

て い た の で ある が ， 会員 た ち の 参加態度 は ど うで あ っ た の だ ろ うか 。 1919．（大正 8）

年度の 同窓会 「総集会」で 参加率 を算 出 して み よ う。 す る と ， 第 11回卒業生 （明 治

42年卒） か らの 参加 者 は 7名 で あ り，
こ れ は死亡 者 を除 い て 全体 の 11％ （7 ／63人）

にす ぎない 。 当時の 金 沢在住者 は 23人 ， 仮 に 参加者全て が そ うで あ っ た と し て も30

％で あ り ， 皆が 挙 っ て 「集会」 へ 参集 して い た と い う状 況で は なか っ た 。
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　また ， 先 の 東京支部会 （1914年） で は， 第15回卒 （1913年）迄 の 参加者 は30人で

あ り， 参加率は 25％ （同卒業年度 まで の 東京在住者 114人）で あ る 。 金沢で の 「集会」

参加率 と比較 して ， 金沢在住者 の 場合 と同程度の 動員率 で あ っ た 。 東京在住者 は会

員が 個々 に孤立 して い た の で はな く， 大正初期 に は 金沢在住者 と同 じ程度 に 支部会

活動 に包 摂 さ れ る機会 を享 受 して い た とい え る 。

一
方で これ ら の 数値 は ， 参加機会

を利用す る人 と しな い 人 の 格差が 少なか らずあ っ た こ とを示 し て い る 。 次の 役員の

言葉に み る よ うに ， 同窓会 の 理 念 と実態 との 間 に は乖離が あ っ た 。 「こ の会誌 も住所

不明 の た め に戻 りますの が幾冊 もあ りますが それで は母校 との 唯
一

の 通信 もた える

こ とに な ります か ら ど うぞ お 忙 しい でせ うが御住所 は必 ずお 知 らせ 下 さい 」（『会誌』

第 13号）。 次節で は ， 同窓会活動へ の 会員各人 の コ ミ ッ トの 度合い と その 差異 に つ い

て 「会員消息」記事の 分析 に よ っ て 検討 して み よ う。

4 ．　 「会 員消息 」記 事 へ の 記載有無 の 要因

4．1． 幅広 い 交 際圏 あ るい は情報 網は あ っ たの か

　各卒業 年度 の ク ラ ス 代表者 を中心 とす る 情報網 は ， どの 程度の 会 員 を カ バ ー し ，

ど の 程度の 広が りを もっ て い た の だ ろ うか 。 そ こ で ， 「会 員消息」が独立 した セ クシ

ョ ン と な り， 執筆者 （「議員」）の 個人 的な伝手に 依存 して 書 か れ て い た 大正前期に

ス ポ ッ トをあ て ， 同記事 に 動 静 を掲載 され た会 員 とそ うで な い 会員 との 間で どの よ

うな プ ロ フ ィ
ール 上 の 相違が ある の か 分析 して み よ う。

　対象 は ， 明治期 の 卒業生 の うち ， 第 11回 （1909年）か ら第 14回 （1912年） ま で の

卒業生389人 （卒業者総数433人の うち死 亡者を除 く） とす る 。 同時期 の 会員の 年齢

は二 十歳代か ら三 十歳台前半 ， 上級学校を終え就職 ， あるい は結婚 ・出産 ，
と人生

の節 目を越 えた時期 に あた る 。 参照す る 『会誌』は第16号 と第18号 と し， 記事へ の

記載／非記載の 判定基準 を「2 冊 の 会誌の うち い ずれ か に 消息の 記載が ある か 否か 」

とした 。 な お
， 「新聞に て承 りま した 」の ような メ デ ィ ア媒体 を利 用 した 記事 や ， 「い

か ゴ遊 ば しま したか ， ち と御た よ り下 さい ませ 」 な ど当人 の 消息不明 を伝 えた記事

は 「非記載」扱い と した 。 な お
， 「議員，1は金沢市 （及 び その 近 郊）在住者か ら同期

1
， 2名選任 され て （「同窓会規則」） い た 。

　す る と ， 全体の 記載率 は 51％ （197／ 389人 中）で あ り， 記載 され る会員が 全体の

半数程度 に 留 ま っ て い た こ とが わ か る （表 2 ）。 また ， 会員の 現 住所別 （1919年時 点）

に 記載率 をみ る と ， 金沢在住者 の記載率が 63％ （80／ 127人 ）で あ り， 地 方在住者の

45％ （117／ 262人） を上 回 っ て い る 。 金沢 か ら遠 くなれ ば な る ほ ど同窓会 と の 音信
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が疎遠 に な る傾向に あ っ た 。 で は， 記事 へ の 記載／非記載 を規定 す る プ ロ フ ィ
ール

上の 要因は何だ っ た の か 。 表 3 は ， 記事に載 るか否か に つ い て ， 出身背景 （族籍 ［士

族／平民］， 本籍地 ［金沢／他地域］， 父職業 ［公務 ・自由業 ・会社員／それ 以外］，

家庭 の 経済 ［所得税額］） と在学 中の 学校生活 （学業成績 ［卒業時 10段 階評 定の平均

値］， 操行査定 ［甲／乙 ・丙］）， そ して 同時点 の 現住所 ［金沢／他地域 ］の い ずれ の

要因 と関連が深 い か を判別分析に よ っ て み た結果で ある 。

表 2　 「会 員消息」記 事の 記載率

　　　 （第 11回〜第 14回卒業生 ）

「消息」の 記載
19ユ9年住所 卒業同

有 無 計
記載率

第 11回 121123

第12回 20727
金沢

第 13回 15264163 ％

第14回 33336

金沢計 8047127

第11回 103 ｛〕 吐｛1

第12回 312354
他地域

第13回 24709445 ％

第14回 522274

他地 域計 117145262

計 19719238951 ％

表 3　 「会員消息」記事 へ の 記載者に つ い て の 判別 分析結果

Wllksの ラム ダ 　 　 　 　 　 　 　 　 標準化 され た正準判別関数係数

関数 の 検定 1

Wilks の ラ ム ダ 0，917

カ イ 2 乗 21．993

自由度 7

有意確率 0．003

関数 1

1919年時 点 の 住 所 （金 沢 ／他 地域 ） 0，769

族籍 （士 族／平 民 ） o．083

本籍地 （金沢／他地域〉
一．0．015

親職業 （公務 ・自出業、会社員／そ れ以外） 0．144

出身家庭 の 経済 （所得税額） O．532

学力 （10段階評定） 0．478

操行 （甲／乙 ・丙）
一D， 77

注）分析総数 は ， 表 2 の 389人 を も とに し ， 『学級台帳』 に 納税額 ， 学力 ， 操行 査 定 の 各

　項日の う ち 1項 日で も未記載 で ある者 を 除外 した 259人 で あ る 。 ま た ， 「所得税」 と は

　第三 種所得税 の こ とで ， 俸絵 貸宅地 ， 小作料 ， 商工 業 な どに 対 して 課税 さ れ る 。 当

　時 の 諜税最低限 は300円で あ る 。
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　す る と まず ， 同時点に おい て金沢 に 居住 して い る ， とい う地 域要因が最 も強い 要

因で あ る 。 次 い で ， 在学 中の 家庭の 所得税額 の 多 さ と学業成績が 影響 して い る 。 出

身家庭の 経済的裕福 さ とい う要因 は フ V 一の財産が 多 い こ とで あ り， 職業 の種類 （公

務 ・自由業な どの 近代的職業／商 業や農業 な どの 旧中産階層）に は無関係で ある 。

旧身分 や本籍地な どの 属性が 影響 を及 ぼ して い ない こ とか ら
， 家庭 の経 済的豊か さ

が結婚条件 と して 有利 に 働い た結果 ， 婚家で の 豊か な生活や社会的地位 が活動へ の

積極性 を促 してい る の か も しれ ない
。 また ， 成績の 良い 者は ， 女子 高等師範な どの

上級 学校 へ 進学 して ， 高女教員 と して就職 し て い る者 が少 な くな い
。 記事で も教員

とな っ た者 （と りわ け母校教員 ）が 会員 に と っ て 身近な情報網の 結 節点で あ っ た こ

と を窺わせ る ケ
ー ス が 見 られ ， 教員 とい う職業が同窓会活動 を身近 に 感じ さ せ た り ，

周囲 の 会員 か ら積極的 な関与 を期待 され た りす る面 が あ っ た と思 わ れ る 。 あ るい は ，

在学 中に成績 の 良 か っ た こ とが ， 卒業後 も同級生 問で の 地位関係 に 有利 に鋤 い て い

た の か もしれ な い が ， こ れ に つ い て は推測 の域 を出な い
。

　 い ずれ に せ よ ， 旧 身分 や 本籍地 ， 親職業 と い う過 去の 属性 は ， 「会員 消息」記事 へ

の 記 載 の 有無 に は無 関係 で あ り， 卒業後の 居住地や社会的地位が そ の会員 の 級友や

同窓会 へ の ス タ ン ス を決 め る上 で 少な くな い 影 響 を及 ぼ して い る こ とが わ か っ た 。

4．2． 対 面 的 出会 い が 中心

　で は ， 消息情報の 収集は主 に どの よ うに して 行わ れ て い た の だ ろ うか 。 女学生文

化 を特徴づ け る手紙や葉書の 交換は頻繁に な され て い た の だ ろ うか 。 記事内容に踏

み込 んで み る と ， 次 の ような特徴 が描出 され る 。

　第
一

に
， 消 息情報は 「議員」 の 居住地 （金沢）周辺 に偏 っ て収集 され て い た こ と

で あ る。 地 方在住者の 消息 も， 金沢か ら地 方 へ 転 出 した り， ある い は金沢 の実家へ

一
時帰郷 した りした 際に 収集さ れ た ケ ース が 少な くない

。 「ご主人 様 目出度 く凱旋遊

ば され ，東京 に お 勤 め 遊 ばす事 と な りま した の で ， ○様 に は……
九月の 末彼地 へ お

引越 に な りま した 。 」（第 18号）， 「去九 月上 旬久々 に て 御帰省お健 なお 顔 を拝 し嬉し

う思 ひ ま した 」 （第 16号 ）， 「夏 の 時分 に は お 子様 つ れ ま して し ばら くお在澤 で した」

（第 18号）， 「春 の 頃御帰省 ， 母校 な どお た つ ね 下 さい ま した 由」 （第18号） 等 。

　第二 に ， 情報 の収集手段 は ， 対面的接触が 中心 で あ り， 手 紙の や り と りは そ れ ほ

ど頻 繁 に は見 られ な い こ とで あ る 。 対 面的接触で 最 もよ く記述 さ れ る の は ， 同窓会

「集会」や 運 動会 と い っ た公 式の 会 含 や行 事で の 出会い で あ る 。 「此春母校同窓会 に

て ， 丁度十何年振 に て
， 御 目に か tS りま した

。 」， 「O 様今秋母校運動会 に て お 目に か 5
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りな っ か し う存 じ ます 」， 「○様 ， い か が遊 ば し ました か 。 運動会 にて ，

一
寸御 目に

か 5 りま した が ， お 消息お た つ ねす るひ ま も無 く」等。

　 こ れ ら公式 の場 で の 出会 い で は な く， 「過 日歌会の 席上 で ， 野 々 市 の ○様 か ら○様

の 御動静 を承 り」 （第 18号）， と私 的な会合 で の 出会 い が伝 え られ るケー ス もあるが ，

存外少な い 。 ま た ， 街頭 や 近隣で の 偶然 の 目撃 は 重要な情報源で あ っ た 。 「○様 に は

○様 と御結婚遊 ばされ御 良人 様 は医学専門学校 に御在学 とか ， 過 ぎし夏 の夕べ 尾張

町 あた りで 御二 人 の 御散歩の 御姿をち ら と拝見い た し ま し た 」等， 数多い
。

　以 上 の よ うな対 面的な 出会 い の エ ピ ソ
ー ドが数多 く紹介 され るの に対 して ， 日常

的な手紙の交換か らの ヱ ピ ソ
ー

ドや ， 情報収集の た め に手紙 で 消息を尋 ねる よ うな

こ とは あ ま りみ られ ない 。 「時折 の御遊歩の お気 に召 した 眺望 を繪 ハ ガ キ に もの して

お 送 り下 さい ます 」とい っ た折々 の 交流が伝え られ るの は稀で あ り， 「近年は新年の

賀状以外 は とん と御無沙汰い た して お ります」の 告 白の よう に ， 記事執筆 を担 当す

る責任が あ っ た として も ， 「○様 に は ， 御卒業後少 し もお 消息な く， 如何 に お 暮 しで

す か 。 ○様 ， ○様 ， 如何遊ば して 入 らっ しや い ます 。 ち と御た よ り下 さ い ませ 」 と

相手 か らの 便 りを待 つ ケ ース が 多 く， 「○様 は如何 に御暮 し給 ふ や御遠方 に御住居遊

ばせ し事 とて 伺ひ知 るべ き人 もな く先年私よ り
一

度御手紙 さ し上 げしか ど梨 の 礫の

音 もな し」の よ うな執筆者が手紙 を出 して 尋ね るケース は稀で あ る 。

　 こ れ らの こ とか ら ， 大正 前期の 会員相互 の 交流は ， 公式の 同窓会や母校行事 にお

け る対面的出会い を主 とする の もで ，母校 ・恩師 ・在校生 を媒介 と した 地元 中心的

な情報網 を形成 して い た こ とが わか っ た 。

一
方 ， 手紙 や葉書 を媒介 と した地理 的 に

遠 く広が る回路は貧 弱で あ っ た 。 噂話や 伝聞情報 も手紙 を媒介 とす る よ り も ， 人の

移動 に よ っ て交換 され るケ ー
ス が多か っ た 。 また ， 金沢 在住者同士 で も私的な友人

関係 は別 として ， 同級生 一
般の 相互 交流 はい た っ て 淡泊 で あ っ た 。 「ク ラ ス 会」と い

っ た趣向が どの 卒業年度に お い て も一般化 し ， 様々 な機会を捉えて 開か れ 始め るの

は昭和期 に入 っ て か らで あ り， 広 く慣例化す る の は 戦後 に な っ て か らで ある 。

4．3． 支 部活動 と 「会員消息 」記事 へ の 記載 有無 との 関係

　支部会 へ 積極的 に 参加 して い た 者 は
， 金沢の 「議員」 と の 問 に も緊密な情報回路

を有 して い た の だ ろ うか 。 また ， 彼 ら に共通す る特徴的 なプ ロ フ ィ
ール は あ るの だ

ろ うか
。 先に み た 1914 （大正 3 ）年の 「東京 に於 け る済美会支部会」出席者30人 と

欠席者 84人 と の 間 で
， 「会員消息」欄 の 記載率が 異な るか どうか 調 べ て み よ う。 参照

す る同窓会誌 は前節 と同様 で ， 記事 へ の 「記載者／非記載者」 の 判定基準 も同様 に
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した 。両時点で 居住地が 東京で は な くな っ て い る会員 もあ るが全 員含め た 。

　す る と ， 表 4 に示 す よ うに ， 支部会 出席者の 「会員消息」欄 へ の 記載率 は 55％で

あ り， 欠席者の 場合 （40％） よ り も高い こ とが わ か る 。 つ ま り， 地方で 同窓生 との

交 流 に 熱心だ っ た 会員 は ， 金沢 との 間で も比較 的緊密 な清報回路 を維持 す る傾向に

あ り， そ うで ない 者 は疎遠 に な る傾 向に あ っ た 。

　次 に ， 支部会参加 メ ン バ ー
の 中で も特 に リーダー

シ ッ プ を発揮 した会 員 の プ ロ フ

ィ
ール の 特微 を掴 ん で み よ う。 似 下， 個別の プ ロ フ ィ

ール は氏名 をイ ニ シ ャ ル で 記

し ， 本籍地の 区分 を， 石 川 県 金沢市 二 「金 沢 」， 石川 県各郡 二 「郡部」，
そ し て 「他

府県」とし ，
これ に 族籍 （士 族／平民）をク ロ ス させ て ， 「金沢士族」な ど と記す 。 ）

表 4　 大 正 3年東京支部会出席者の 「会員消 息」

　　　欄記載率

大正 3 年の 会合
「会員 消 息」記事

記載 非記載 死 亡 計 記載率

出席 16 13 2955 ％

欠席 34 50 1 8540 ％

全体 50 63 111444 ％

注）第 7 回 と第 8 回 卒 業 生 の 場 合，［
’
ft誌 』第 19号 の 記 事 が 欠 如

　 し て お り， また 第 6回 卒業 生 の 場 合 ， 第 16号 と 第 18号 の 両方

　で 欠如 して い る の で ，代替 と して 第 12号の 同記事 を利用 し た。

表 5　 大正 3 年東京支部 会 へ の 出席率

支部会出席 欠席 計 出席率

上 級学校進学者 王6203644 ％

非進学者 136578 ］7％

全体 2985 ユ1425 ％

　す る と， 次 の 点が わ か る 。 第
一

に
， 上級学校進学経験者が 多い こ とで ある 。 会場

が女 子高等師範学校 の 同窓会 「桜蔭会 」で あ っ た こ とも関係 して い るの か
， 出席者

の 半数が 女高 師 をは じめ 日本女子 大 ， 東京音楽学 校 な どの ．ヒ級学 校進 学経験 者 で 占

め られ て い る 。上 級学校進学経験者 と そ うで な い 者 と で 出席率を比較す れ ば
， 前者

は44％で ある の に対 し ， 後者 は 17％ とか な りの 差が ある （表 5 ）。 東京支部会 の 活動

が ， 上 級学校進学者 を中心 に 行われ て い た こ と を示す別 の例 と して ， 1917（大正 6）

年 の 会合が あ げ られ る 。 発起人 は ， TJ （金沢 士 族 ， 父 ：医師） と HT （金沢平民 ，

父 ；大工 職）で あ っ たが ， 両者の 共通点 は 日本女子大卒業 と い う点 で ある 。 会場 も

H の 自宅 が供 され て い る 。 また ， 1927 （昭和 2 ）年 の会合で コ ーデ ィ ネ
ー

タ
ー

を務
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　　 　　　　 　　　　 　　　明治期高箸女学校卒業生における同窓会活動の意味と機能

めた WI （郡部平民 ， 父 ：農業） は ， 女子 高等師範 を出て 母校 の 教員 を経験 し ， 当

時 ， 臨時教員養成所助教授 を務 め なが ら 『会誌 』 に も度々 記事を書 き， 昭 和期 に お

け る金沢 と東京 との 結節点 とな っ て い た 。 この よ うに ， 上級学校進学 を経験 した り，

教員 （特に 高女教員）で あ っ た りして 「学校」 との 関わ りが長 くなれ ば ， それ ほ ど

同窓 会 との 関係 も近 くな る傾 向が あ る 。

　第二 に ， 夫の 職業が 高級軍人 や官僚 ， 大学教授な ど社会的地位の 高い 会員の リー

ダー シ ッ プぶ りが 目立 つ
。 昭和期 に 入 っ て 東京済美会 の 「重鎮」， 「中心 」な ど と呼

ばれ る よ うに な っ た会員 の 夫職業 をみ る と ， まず ， 1914 （大正 3）年 の 会合 の 代表

で あ っ た MN （静岡県士 族， 父 ：官吏， 新潟 県か ら 3年次編 入） の夫 は， 陸軍 武

官 ， 後 に関東軍司令官， 陸軍元帥 とな る軍人 エ リー トで あ り， 当時す で に 陸軍大佐

で あ っ た 。 次に ， MS （金 沢士 族 ， 父 ：四高校長）の 夫 は ， 内務省官僚 （東京帝大 →

内務省 ， 警視総 監）で あ り， 当時警視庁特高課長だ っ た 。 昭和初期 の MS の 活躍 ぶ

りは次の 通 りで あ る。 「此頃 は東京支部の事や ら済 美母の 會の た め や らに 映画 と音楽

の 夕の 會を催され大 に活動 して 下 さい ます 」（『会誌』第27号），
1928 （昭和 3 ） 年，

東京支部会で 「［MS ］の 帰朝談 あ り （姉 は昨年軍縮会議の
一
行 に加 は 〉 れ ジ ェ ノ バ

に行 か れ し夫君の 後 をお はれか の 地 に 渡 られ今春帰朝せ られ
……

）御得意の 弁舌 に

て御旅行 中の 感想や 罪な き失敗談な どい つ れ も耳新 し く面 白 く承 りま した」（『会誌』

第27号）。 そ して ， 昭和期に は 「重鎮」として 「地方か ら出て来た 女学生 を皆 よ く世

話 して ， 吉 凶 を共 に して い ら つ しや る の で 大変忙 し」い 日々 を送 っ た TJ （金沢士

族 ， 父 ：医師） の 夫 は 東京帝大教授 （航空研究所所長 ， 理論物理学） で あ っ た 。

　彼 らは それ ぞれ 出身背景が ば らぼ らで あ る けれ ど も， 夫 は い ずれ も大正初 期 に は

前途有望で 確 固た る社会 的地位 を築い て お り， 彼 らの 支部会 に お け る早 くか らの リ

ーダーシ ッ プ ぶ りが ， 夫 の 地 位 と無関係で あ っ た とは霄 い 難 い だ ろ う。 『会誌』上

で ， 高級官僚や大学教授の 妻 に対 して 「東都の と りわ け中枢の 省に ， 重 要な職務を

帯 び させ給 ふ御夫君 を もた れ君 の 未来 は ， お そ ら く社交界の 花 として光 りを放た れ

る 」 （YS （金沢士族 ， 父 ：医学専 門学校教授）， 「未来 はお そ ら く外交宮夫人 と して ，

社 交界 に 光 りをはなち給ふ な らむ」 （KY （金沢士族 ， 父 ：師範学校教諭 〉な どと表

現 され盛 ん に称 え られ る の は
， 彼女た ち に 対す る 『済美会』員 と して の 役割期待が

込 め られ て い た の か も しれ な い
。

5 ．　 差異化 戦 略の 場 と して

前節 で
， 会員 ご とに 同窓会活動 へ の 参加行為や 情報回路 に は少な くな い 格差 が あ
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り， 積極 的 に コ ミ ッ トし て い た 入々 が い る反面 ， 活動 に は
一

体化 せ ず に微妙 に 距離

を と っ て い た 人 々 が 背後 に 控 えて い る こ とが明 らか にな っ た 。 同窓会員 として積極

的な コ ミ ッ トの 意味は何で あ っ たの か ， 大正 期 か ら昭和初期 に か けて の 同窓 会 を め

ぐるい くつ か の 出来事 か ら検討 して み よ う 。

5，1． 除 名処分 者 と途 中入 会者の 出 現

　「済美会」が 会員の 除名権限 を行使 し ， 途中入会の 認定をする よ うに な っ た の は大

正 期 の こ とで あ る 。 前者 に っ い て は
， 当初 か ら同窓会規則 に て 「会員 ノ面 ［］ヲ汚 ス

行為 アル モ ノ ハ 除名 ス ル モ ノ トス 」 と規定 され て い た が ， 1914 （大正 3）年 ， 第 8

回卒の
一

会員 は 『会誌』第13号 に規定の 条文 が記載 され 除名処分 とな っ た 。 東京在

住 とな っ て い た会員で あるが ， 処分 の 具体的理由は明示 され て い な い
。

　舞踏家の 高田せ い 子 （第14同卒 ， 高田舞踊研究所創設）も大正 期 に
一

時 ， 除名処

分 に な っ て い る 。 「良妻賢母第
一

主義 の 女学校 か ら， こ と もあろ うに はだ もあ らわに

踊 る西洋バ レ エ に 身 を投 じた 同窓生 が い る と知れ るや ， 学校 ， 同窓会 と も 1名誉 あ

る母校の 恥」 と ， 当の 高田せ い 子の 名 を同窓会名簿か ら抹殺 した の で ある 。 後に 高

田 の 舞踏界 で の 評価が 高 ま る と東京の 同窓生 らが働 きか けて 除名 は解か れ るが ， 今

度 は
一

転 し て 「同窓生 の 誇 り」 と もて はや され ， 済美会 の 資金集 め の 公演 まで 開 く

よ うに なる 。 」（北国新聞編集局編 ，
104頁）。 高田 は ， 東京音楽学校 へ 進学中退 ， 帝

劇歌劇部第 1期生 ， 兄 も帝国大学へ 進学 して い る教育 家族 出身で ある か ら， 除名理

由は ， そ の職業 （西洋舞踏） と出演 して い た 浅草 オ ペ ラ の 大衆 的性格が 高女卒 に相

応 し い 品格を伴 っ て い な い と判断 され た た め で ある 。

　
一

方 ， 同窓会 は
，
1919 （大正 8）年 か ら

， 退学者 の うち 「三 年以 上学籍 を有せ し

もの 」で希望者に は 「役員会 の 決議 を経て会費
一

時納入 の上 通常会員 とな す こ とあ

る べ し」 （「済美会規則 」） と新た な入 会資格 の 規定 を定 め て い る 。 （後に ， 在学期間

の 条件が 「二 年以上」に な る 。 ）明治期 の 卒業生 と同期 に あた る新入 会員 は ， 大 正 末

期頃 か ら 現 れ始 め
，
1931 （昭 和 6 ）年 まで に 12人 に及 ぶ 。 こ の 数字 は 存外少な い

。

同期の 退学者 は511人 お り ，
こ の うち ， 転 学 して他 の 高女を卒業 ， 大正 末期 に す で に

死亡
， 在学年数が 2 年未満 ， と い っ た 規定 に該 当 しな い 者 が相 当程度存在す るだ ろ

うが ， それで も該 当者が こ ぞ っ て 入会 した状況 で は ない 。

　 で は ， あえて 入会 の 意志 を示 し認 め られた人 々 とは ，
ど の よ うな プ ロ フ ／

一ル だ

っ たの だ ろ うか 。 す る と
， 出身背景 は ま ち ま ち で あ りなが ら， 夫の 職 業 ・地位 は地

方名士 ， 資産家 ， 軍人 で ， また 子 ど もは 男子 な ら中学校， 女子 な ら高等女学校 に通
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明治期高等 女学校卒業生［こおける岡窓会活動 の意味と機能

学 して い る ケ ース が 多い
。 例 えば ， KM （郡部平民 ， 父 ：航海業）の 夫は ， 明治か ら

昭和期を通し て 北前船の 船主 で 大地主の 資産家 （1918 （大正 7 ）年石川県多額納税

番付第 6位）で あ る 。 「会員消息」欄で 夫が 実名で記 され て い るが
， 通例 ， 職業上 の

地 位 で 呼称 され る （知事夫人 ， 工 学博士 夫 人等） の で ， 地 元 で はそれ ほ どの 名士 で

あ っ た 。 次 に ， NM （郡部平民 ， 父 ：水車製綿業）の 夫 は ， 金沢商工 会議所会頭 ， 「大

正 15年版石川県資産家名鑑」 の 「関脇」位 ， 1934 （昭和 9 ）年 ， 金沢市長 と と もに

金沢 U 一タ リーク ラ ブ を設立す るな ど地域振興 の 中心人物で あ る 。 彼女 は ， 「御大家

の御 夫人 と して よ く内に 外 に お っ とめ で 御座 い ます」 （「会誌』第 26号）， 「婦人 公 共

団体 の た めに また 社交界 に御活動 して い ら つ しや い ます」 （桧 誌』第32号）， と自ら

も地域 社会 の 諸活動 に も精 を出 して い た 。 最後 に ， KG （金沢平民 ， 父 ：小 物売商 ）

の 夫 は東大 法学部 卒 ， 金沢市街鉄 道取締役 で あ り， NM の 夫 と同 じ く地元政財界の

リーダーの 一
人 で あ り， 彼女 も 「御繁忙な御主人様に 内助の 功をお尽 し遊 ば す傍 ら

奥様 は また 多方面 の 婦人 会或 は社 会事業に お 尽 力 な さ っ て そ れ は 〜 〜 お つ とめ で

す」 （『会誌 』第 26号） と社会活動 に精 を出 して い た 。

　 彼 らは ， 現在の 地位や 境遇 の 面 で現会員 と同等， あるい は それ以上だ と自負して

“

気後れ
”

な く会員 の 仲間入 りを果 た した の だ ろ う。 その 社会的背景 と して ， 愛国婦

人 会の 活動 に 見 られ る よ うに ， 社会連帯思想 に 基づ く大正 中期以 降の 社会事業活動

（良妻賢母思想や婦徳 の 普及活 動）が 地方 に も奨励 さ れ 広が っ て い っ た こ とが あ ろ

う。 その よ うな 中， 婚家 の 高い 祉会経済的地位や 相応の 教育文化程度 を同じ くす る

者同士の 交際 の場 が 広が っ て きて い た と考え られ る 。 夫 の 社会的立場 を支え内助 の

功を発 揮す る こ とを求め られ る妻 として ， 婦人会活動や社会事業へ の参画を求め ら

れ て い た とす る な らば ， 同窓会 へ の加入 は その よ うな社会活動 の
一

環 と して 彼女た

ち の 中で 自然 に意識 さ れ て い た の か もしれ ない 。

　 新入会員の 認定 と除名処分 の 発動 ， と い う正 負 2 つ の 出来事 は ， 大正 期か ら昭和

初期に か けて ， 高女卒以 上 の 学歴 を持ちか つ 婚家の 社会的地位 も高い 人 々 が ， そ う

で は ない 人々 と は区別 され る べ き文化や教育観 を も っ た ひ と つ の 階層で ある と 自覚

さ れ るよ うに な っ た こ と を物語 っ て い る 。 そ して 同窓会 の
一連 の 動 き は ， 社会的 な

差異の 表示 記号 と しての 「済 美 会員」 と い う資格水 準 を維持 し高め る差異化戦略 を

とっ た もの と理 解で き よ う 。

5．2． イン フ ォ
ー

マ ル な 「クラ ス 会 」 の 端緒

　大正 末期 か ら昭和期 に 入 る と
， 同級の 特定 の 仲間 に よ る恩 師 を排 した タ イ ム リー
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な会合が
， 東京 や金沢 を は じ め地 方在住者の 中で も流行す る よ うに な る 。 大正 期の

半ば頃 まで み られ た 「平常家事 に と りま ぎれ
， 外 出 も余 りい た さず， とか く耳 う と

き私」 （『会誌 』第 18号）の よ うな家庭 に引 き籠 もる姿 は 影 を潜 め ， 「早春
一

月00 様

御帰省 を幸 に 私の 宅 に て クラ ス 会 を開 き ま した」 （『会誌』第32号 ）の よ うな行 動 的

な姿が現れ る 。 この 自由闊達 な活動 は
， 生活水準 の 向上 や 余暇活動の ス タ イ ル の 変

化 とい っ た外部的 な環境 の 変化 も後押 し して い る 。 大正 期の 「職員層」
ω

の 生活様式

の 変化 を婦人 雑 誌 （「主婦の 友』）の 記 事 か ら分析 した 寺 出 （1982）に よれ ば ， 同層

は大 正末期 に か け て ， 音楽 ， ダ ン ス ， 旅行 ， ス ポー
ツ とい っ た 多様な生 活行 動 を実

現 してい っ た （「生 活 の 余暇化現象」）か らで あ る 。 そ こで ， イ ン フ ォ
ー

マ ル な 同級

生 同士 の 交流 を行 い 始 め た
“

火付 け人
”

た ち の プ ロ フ ィ
ー

ル をみ て み よ う 。

　 そ の端 緒 は ， 第 6 回卒 の 東京在住者が大正 の 初め 頃に始め た ク ラ ス 会 で ， 「毎月御

集合が在 るの み な らず ， 時に は御良人 とも打揃ふ て の 御会合」 （桧 誌』第12号〉を

催 して い た 。 （メ ン バ ー
に は 4．3．で 既 出の HT と NS が い る 。 ）そ の後 ， 「在京第 9 回

の 級會」が 生 まれ た の は 1928 （昭和 3）年 で あ り， 毎 月 1 回の 頻度で 会合 を定例化

す る よ うに な っ た 。 メ ン バ ー構成は ， 在京者16人 の うち 「級會出席者の 常連」が ll

人 ， 「御家庭 の 都合上 當分 の 缺席者」が 4 人 ， 他の 1人 は 「ロ ン ドン 御滞在お 留守」

で あ っ た か ら ， か な り凝集性 の 高い 集 団で あ っ た 。 「発意」人 は SF （金 沢平民 ）

で
， 夫 は東京市助役で あ り，

また ， 「主人 の 地位 も家の 財産 も一切 平等」と謳わ れ な

が ら， 「ロ ン ドン 御洋行 中の 旦那様」「宏壮な し っ と り と渋 い 洋館 を御建て に な つ て 」

「立 派 な 日本造 りの お 住ひ」等 ， 所属階層は高か っ た 。

　 こ の よ うに ， イ ン フ ォ
ー

マ ル な会合の
“

火付 け人
”

にお い て も特徴 的な プ ロ フ ィ

ール は ， 夫の 社会 的地位が 高 く， 経済 的に も豊か な上 層 の 階層に所属 して い た こ と

で ある 。 彼 らの 活動は ， 当初は ， 夫の 社会 的地位 に付随 する 社交 圏の
一

つ として同

窓会活動 を取 り込 んだ よ うで あ っ た が ， 次第 に ， 級友 た ち との
“

横の 関係
”

を意識

しなが ら
， 自身の 余暇 活動 の

一
つ と し て ク ラ ス 会 を楽 しみ 継続的 な交 流 を図 る よ う

に な っ た 。 こ の よ うな会合が と りわ け首都 圏在住の 富裕 な成功者 の 妻 に好 まれ た理

由は ， 親睦 組織 で あ りなが ら母校文 化 との 共通 の 関わ りを接点 とす る こ とで ， 手軽

に他 の 集 団 との 差異化 を図 り ， か つ 自尊心 を満 た す こ と の で き る会合 で あ っ た か ら

だ ろ う 。

5．3． 人 生 の 挫 折 と同窓会か らの距 離

　一
方， 同窓 会 活動 に積極 的に コ ミ ッ トはせ ず，微妙 な距離 を置い て ， 「消息1記事
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　　　　　　　　　　　　　 明治期高等女学校卒業生に おける同窓会活動の憲味と機能

に も あ ま り記載され な い 会員の交 友関係 は どの よ うで あ っ た の だ ろ うか 。

一
事例 と

して
， 自叙伝 『晩霜』 （1971， 自費 出版）の 著者 KA （第12回卒 ， 金沢士族 ， 父 ：医

師） と取 り上 げる 。

　文学や 音楽 に才能 を発揮 し学力 ・操行共 に 優秀で あ っ た彼女 は ， 記念式典 で は学

年総代 と して 祝辞を演説す るな ど女学生界の ヒ ロ イ ンで あ っ た 。 進学 した東京音楽

学校で は校友会誌の 編集委員 も委嘱され 「前途は洋々 として い るか に 見えて い た 」

彼女 は ， まさ に 「社交界の 花」の 卵 で あ っ た 。 と こ ろが 現実の 人 生 は ， 文 士 との 交

際 ・恋愛が き っ か けで 音楽学校 を退学 ， 挫折 を乗 り越 え小学校教員 として 自立 と再

起 を模索す る苦 難 の戦前期を過 ごす こ とに な る 。 彼女の 同窓会 と の 関係 は ， か つ て

の ヒ ロ イ ン か らは想豫で きな い ほ ど疎遠で ある。 音楽学校を退学後， 名古屋で 小学

校教 員 として 就職 す る ま で の 期 間 ， 『会誌 』の 現住所欄 は 「不 詳」 を示 す 空 白が 続

き ， 消息記事 も書か れ て い な い 。 も と もと同窓会活動や 雑誌投稿 に興味が な か っ た

わ けで はな く， それ どこ ろか 卒業の 翌年 の 「会誌』第 10号 に ， 「生命」と題す る短歌

を投稿す るな ど ， 誌上 を通 し た 言論 ・ 文学交流 に は大 い に 興味 を示す と こ ろ で あ っ

た 。 また ， 母校や 恩 師 との 関係 ・ 交流 も他 の 卒業生 に比 べ 親密で あ っ た 。 とこ ろが ，

音楽学校 を退学 して か ら戦前期 まで 社会 的な自立 を求 め る 苦闘の 期間中 は ， 同窓会

活動の 表舞台 に は 立 っ て い な い
。

　 で は ， 級友 との 私的 な親 しい 関係 は どの よ うであ っ た の だ ろ うか 。 自叙伝 の 「あ

とが き」 に は 「お友達」 と して 8 人 の 名前が あるが ， そ の うち 4人 は女学校の 同級

生 （SF ，
　 NO ，

　 KM
，
　 NR ）で ある 。 4 人 は 皆 ， 成績 ・操行共 に優秀 ， 彼女 と同程度

で あ っ たか ら ， 互 い に認 め合 い
， 趣味や 嗜好 に も共通 した もの が あ っ た の だ ろ う。

と こ ろが ， 4 人 との 交際 は ， 幼馴染みの NR を除い て 戦後 に再会 して 始 ま っ た よ う

で あ る 。 そ の根拠 を示 そ う 。 「会誌』第27号の 消息記事で ， 「KA 様お便 りは頂 き ませ

んで したが W 様 とは折々 お 目も じ遊 ばす由で や は り学校お つ とめ に て 洋装が大層

お 似合ひ との事 で 御座い ま した 。 」と KA の 「消息」が記 され て い る 。 こ の 記事 を書

い た の は SF で あ るが ， 情報提供者 は 当時 KA と同 じ名古屋在 住の W で あ る こ とか

ら ， SF と KA との 間に 交際 や文通 は無か っ た と考 え られ る 。 次 は ， 戦後 の 1958（昭

和33） 年の 記事で あ る 。 「昨年 は KM 様 ，
　 KA 様 ご帰省 の 折 ク ラ ス 会 し楽 しい 思 出 。

…… （中略）・− KA 様 卒業後初 め て会 う。 」。
こ の記事 の 執筆者 は ，

　 NO で あ る 。 「卒

業後初 め て 会 う」との 記述 か ら
，
KA と NO の 交際は 戦後か な り経過 して か らで ある

こ とが わ か る 。 ひ ょ っ と して KM と KA の 交際 も こ の会合が き っ か けで あ っ た か も

しれ な い
。 自叙伝 の執筆 は1968 （昭和 43）年で あ るか ら ， 高々 戦 後10年 間ばか りの

163

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

交際で あ っ た わ け で あ る 。

　女 学生時代の 親 しい 友人 との 末長 い 交際 ， と い う幸せ は ， 彼女の 場合 ， 卒業後数

十年経 っ た戦後に な っ て よ うや くス ター トした の で ある 。 い い か えれ ば，
KA を中心

とす る級友た ち との 親密 な交際圏は ， 戦後に な っ て 新た に創 出され た もの で あ っ て ，

戦前の 社会関係が ご破算に な り，

“

気後れ
”

な く参加で きる社会 的条件が揃 っ て か

ら ，
よ うや く彼女 は懐か しい 女学生 時代へ 回帰で きた の で あ る 。

5 ．　 お わ りに

　小論 は ， 石 川県立第
一

高等女学校同窓会 『済美会』を対象に ， 近 代社会 に お け る

高女同窓会 の 果た して きた機能を概観 しなが ら ， 明治期か ら戦前期に お け る高女卒

の学 歴 と社会参加 との 関係 に つ い て ， その 社会的 な意味 を考察 して きた 。

　明治期 か ら大正 期 の 半 ば に か けて の 同窓会 は， 母校 や 恩師 を中心 と した 教師
一

生

徒関係 の 延長 として 組織 され ， 会員た ちが母校教育 との 関わ りを維持 し続け る こ と

で ， 「第
…

高女 卒業生 」として の 矜 持や 誇 りを保 ち ， 卒業後 も家庭や地 域社会に あ っ

て 教養 を磨 き ， 望 ま しい 近代的女性像 を 日々 模 索 しなが ら実践 する 意欲 を引 き出す

機会 を提供 して い た 。 そ して ， 大正後期 か らは ， 全 国各地の支部会結成 やイ ン フ ォ

ー マ ル な ク ラ ス 会 の 催 し に み る よ うに
， 同窓会活動 が魅力 ある余暇活動 の

一
つ と し

て も位置づ け られ ， 親睦的 な集 い を演 出す る よ うに な っ た 。

　 こ の よ うな華や か で 緊密 な交流を窺わせ る 活動記録に もか か わ らず ， 小 論 は， た

と え
“

第
一

高女卒
”

と い う共通 した ア イ デ ン テ ィ テ ィ を持 っ て い た と して も， 同窓

会活動 に 積極的に コ ミ ッ トし よ うとす る態度や帰属感 に は
， 会員各人 に よ っ て か な

りの 温度差が あ っ た の で はな い か と問題提起 を行 っ た 。 すわ なち ， 第
一

に
， 大正前

期 に お け る 同級生 相互 の情報 回路 は ， 手紙 や廻章 の 交換が少 な く， 在学中の 交 際圏

の 延長線上 に結ばれ 全国 に 広が っ て い た とい う よ りも ， 母校行事や 同窓会で の 対面

的出会 い を主 とす る地域中心 的な もの で あ っ た こ と を明 らか に した （4．1．， 4．2．）。

第二 に ， 各会 員の 同窓会活 動 に 対 す る態度が
， 在学 中の 親密な 交友関係や

“

女学 生

文化
”

の 延長線 上 に 広 が っ て い た と い うよ りも
， 夫 の 職業や社会的地位 に付随す る

妻 の 地位 ， ある い は 自身の 職業的性格 と い っ た現 実生 活 の ポ ジ シ ョ ン に則 して 決 定

さ れ て い た こ とを明 ら か に し た （3．2．， 4．3．）
（5＞

。

　大正 期 の 半 ぼす ぎか ら昭和期 に か けて ， 高級官吏 や高級軍入 ， 大 学教授 ， 資本家

とい っ た 日本 の 近代化 ・産業化 を主導 す る 人々 の輪郭が くっ き りと顕わ に な り， 「新

中間層」の 増大 に 伴 うエ リー ト／非 エ リー トの 社会経済的格差が 目立 っ て くる に し
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明治期高等女学校卒業生における同窓会活動の意味と機能

た が い
， 同窓会 は

， 成功 した エ リー トの 「妻」を中心 に ， 社会 的に 自立 した女性 （高

女教員 な ど） を含 む 女性 の親 睦組織 と して ， そ うで はな い 者 を巧 み に排除 しな が ら，

よ り相互 の 親密さ を増 し か つ 強固 に な っ て い っ た 。 彼 ら に と っ て
， 同窓会活 動 を利

用 し
， 情報の 回路 を広げ諸活動 に 参画 する こ とは ， 男性の 職業的地位 に 代わ る 「地

位表示 的機能」 として の 意味を も っ た もの で あ っ た 。 そ して ， 同窓会活動 は ， 彼 ら

ア イデ ン テ ィ テ ィ を模索 す る
一

連の 過 程で ， 自己の 社会 的な ポ ジ シ ョ ン を確認 す る

た めの 差異化戦略の 場 と して も機能 して い た と考 え られ るの で ある （5．1．， 5．2．）。

　 と こ ろ で 小論 は， 同高女 の 『学籍簿』類 の個票 デー タ を分析 した
一
連の 研究の ひ

とつ で もあ る。女 学生の 在学時 に焦 点 を絞 っ た研究 （井上　2004， 2005） で は ， 出

身階層 に よる 家庭 の 教育観や文化 的工
一

トス の 少なか らざ る相違が 析出 さ れて きた

の で あるが
， 卒業後の ラ イ フ コ ース に 焦点 を移した小論で は， 女学校生活 を過 ご し

た 共通体験 をべ 一ス に して 出身背景 に 由来 す る差異が薄 め られ あ るい は無化 され ，

そ の 代わ りに　　同窓会活動 へ の 態度 とい う
一

側面 で は あ るが　　結婚後の ラ イ フ

ス タ イル の 在 り方が 女性の 社会参加 へ の 意識や態度 の 形成 に お い て 少な か らざ る影

響 を及 ぼ して い た こ とが 析出さ れ た 。

　近代 日本 の 中流 に位置す る女性 の 嗜みや 教養を は じめ趣味や余暇 活動の 醸成 ， 祉

交圏の 形成 とい っ た 階層文化 の 解明 は ， 出身家庭の 躾や 学校文化の み な らず， 婚家

や 自身の職業生活 に お ける社会 との 関わ りと い う観 点が重要で あ る こ とを小論は 示

す こ とが で きた 。 今後 ，
こ の 観点か らの 実証研究の 積み重ね が必要 と な ろ う。

〈注 〉

（1） 近年 ， 男性をメ ン バ ー とす る諸集団の社会的 ネ ッ トワー ク の 動 向に 着目した文

　化研究 に着手され始め て い る 。 井上 （2006） や 実業家 の 茶事や宴席 な ど伝統文化

　 へ の 接近の 意味 を彼 らの 社交空 間 と の 関係 か ら分析 した永谷 （20D7）な どで あ る。

（2） 高女卒の 学歴 が 結婚 に よ る階層上 昇 に プ ラス 要因 として 作用 す る こ とを論 じた

　の は 山本 ・福 田 （1987）で ある 。 だが ， 「父」 と 「夫 」 の職業分 類 上 の 相違 を示 し

　た の み で 資産や 地位 デー タ は含 まれ て い な い 。 せ い ぜ い 「夫」 の 新 中間層比 率が

　高 い こ とが 解読 で き る程度で あ り， 産業構造 と職業構造 の 変化 が考察 外 とな っ て

　 い る。 また ， 深 谷 （1981）は ， 「愛 国婦人会」の幹部や 地方組織 の 長 の属性 か ら 「既

　存 の 女 子教 育体制 に対応 し て ， 学歴 を社会 的 に うら うちす る機能 を演 じた」 （深

　谷 ，
215頁）と指摘す るに 留め て い る 。 高女卒 の 学歴 と女性の 階層上昇や社会 的活

　動 との 関係 を緻密な実証 データ で 論 じた研究 は 皆無 で ある 。
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  　同 デー タ に よれ ば
， 生徒の 出身背景 （旧身分や親職業）は ， 士族 と平民 ， 名士 ・

　富豪 か ら官吏 ・教 員 まで多様で ， 主要 な グル ープ として ， 金沢 出身の 士族で 公務 ・

　自由業 ， 金 沢 出身 の 平民で 商工 業 ， 郡部 出身の 平民で 農業 ， 郡部 出身の 平民で 商

　工 業 ， 他府 県 出身 で 公 務 ・自由業 ，
と い っ た 属 性 が 析 出 さ れ て い る （井 上

　2004）。 また
， 商工 業層 の うち お よ そ 3 分 の 2 が小規模な事業者（商工 会議所に 非

　加入 ）で ある （井上　 2005）。

（4）　 「職員層」 とは， 1922年 に 東京市社会 課 に お い て 実施 さ れ た 『東京市及 隣接町

　村 ・ 中等階級生計費調査』 で規 定 され た 官吏 ， 公吏 ， 警察官 ， 中等教員 ， 小学教

　員 ， 会社員 ， 銀行員 の 7 職種 を代 表 とす る階層で ある 。

  　 この 結果 は ， 戦後 の 女学校 同窓会 を取材 した先行研究 とは異 な る 。 同窓生 が ひ

　 と し く， 女学生時代の 趣味文化や ス ポー
ツ の 思 い 出 を親 しみ の 共通 の 感情 と して

　帰属感 を高め交流 す る と い う現象 は
，

きわ め て 戦後的 な風景 なの か もしれ な い 。
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ABSTRACT

    Social Sig"ificatien of  Alumni Associations of

   Prewar  Girls' Middle High  Schools: The  Case of

Ishikawa  Prefectural  Daiichi Girls' Middle High  Scheol

                                                     INOUE,  Yoshito

                                          (Kanazawa Seiryo University)

    Ushi 10-1, Goshe Town, Kanazawa  City, Ishikawa  Pref., 920-8620, Japan

                                         E-rnail: inoue@seiryo-u. ac. jp

  This  study  explores  how  schoolgirls  in the  Meiji era  (1868-1912), who  were  the
first generation of  girls to attend  school,  associated  themse!ves with  their alma

maters  after  graduation,  and  what  networks  they developed with  their former
teaehers and  classmates.  More  specifically,  the repert  examines  whether  their
circles  of  close  iriends characterizing  schoelgirl  culture  were  maintained  and

expanded  after  graduation or  whether  their real  lives and  social  positions
specified  their networks  after  graduation.  The  paper  looks at  Saibi Kai  (Saibi
Society), the  aiunini  association  of  Ishikawa  Prefectural Daiichi Girls' Middle
High  School, and  examines  how  the Meiji-era alumnae  were  involved in the
alumni  association  networks  from  the Taisho  (1912-1926) to the prewar  Showa
period (1926-1989), by analyzing  the 

"news

 on  members"  column  in the alumni
bulletin, The  results  clarified  the following points:

1. In examining  the development of  class  reunion  networks  during the first half
of  the Taisho  period, this study  focused on  th,e differences in profiles between
members  whose  up-to-date  information appeared  in the column  and  those whose
information did not,  and  used  this to extract  some  characteristics  of  the net-

works.  This  examination  shows  that members'  invelvement in the  network  was

largely affected  by  residence  in Kanazawa  City (regienal factor), their locality,
and  good  academic  achievement  during their school  days, and  not  by such

factors as  their social  status  under  the  old  system  and  legal dDmiciles in the
family registry.  The  members  also  retained  their connections  through  formal
exchanges  such  as  class  reunions  and  sports  meetings,  rather  than through  such

informal means  as  letters and  postcards. In other  words,  they formed a network

where  information on  members  was  exchanged  through  activities  in Kanazawa
City, the  location of  the school,  [ml] which  functioned as  the center  ef  the
network.

2, The  author  also  analyzed  the profiles of  members  who  had  taken leadership
in formal activities  and  rnembers  who  had developed  strong  connections  through
infermal gatherings. The analysis  shows  that many  of  the husbands  of  such

members  enjoyed  prestigious social  statuses,  as  high-ranking military officials,
bureaucrats, university  professors, and  so  on,  and  that the first generation  of

schoolgirls  enjoyed  rich,  privileged lives.
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